
令和８年度・第１回 グループホーム鈴の家 運営推進会議 
 

日時：令和８年５月２６日（火）１３：３０～１４：１０ 

場所：グループホーム鈴の家 

 

田原町自治会長 出路・田原町民生委員 彦根市地域包括支援センターいなえ 

小林 様 欠 桑原 様 ○ 馬渕 様 ○ 菊井 様 ○ 

グループホーム鈴の家・入居者ご家族 

A 様 欠 B 様 ○ C 様 欠 D 様 欠 

E 様 欠 F 様 欠 G 様 欠 H 様 欠 

I 様 ○       

ご入居者 

J 様 ○ K 様 ○ L 様 ○ M 様 ○ 

N 様 ○ O 様 ○ P 様 ○ Q 様 欠 

R 様 ○  

代表取締役 通所系サービス部長 管理者 計画作成担当者 

鈴木 則成 ○ 金戸 保之 ○ 吉田 恵美里 ○ 堀江 一美 ○ 

介護職員 

根本 全代 欠 藤田 智美 ○ 林 樹音 欠 藤村 弥生 欠 

阪東 千香子 欠 イ モン トウン ○ ノウ エ ク ワ 欠 中田 昌子 欠 

 

挨拶  鈴木ヘルスケアサービス株式会社  代表取締役 鈴木則成 

 

 

１． 出席者紹介（自己紹介） 

 

 

２． 報告事項  

・令和８年度グループホーム鈴の家事業計画について 

    管理者・吉田より報告 

 

・現在のご利用状況  金戸より報告 

入居者定員：９名 

 

現入居者：男性０名  女性９名  合計９名 

平均年齢：８９．８歳 （最年長：１０１歳 最年少：７８歳） 

 

今年度の入退居動向 入居：１名  退居：０名 

 

申込待機者 ２名 

 



介護度別利用者数：(別紙参照) 

要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 申請中 

０名 ３名 ４名 １名 １名 ０名 ０名 

平均介護度：２．０ 

  

認知症高齢者の日常生活自立度：(別紙参照) 

Ⅰ Ⅱa Ⅱb Ⅲa Ⅲb Ⅳ Ｍ 

０名 ２名 ２名 ５名 ０名 ０名 ０名 

 

・現在の職員数 

  ●管理者：１名（デイサービス管理者兼務/介護支援専門員・介護福祉士） 

●計画作成担当者：１名(非常勤/介護支援専門員・介護福祉士) 

●介護職員：３名(介護福祉士３名) 

●非常勤介護職員：２名(介護福祉士２名) 

●特定技能雇用職員：２名 

●派遣介護職員：１名 

●事務員：１名（併設事業所兼務） 

 

 

・入退社職員について  金戸より報告 

 【入社】 

 中田 昌子さん (派遣介護職員) 

 →４月１日より勤務開始 

 

 イ モン トウンさん (特定技能雇用職員) 

 ノウ エ ク ワさん (特定技能雇用職員) 

 →４月１０日にミャンマーより入国、１４日より勤務開始 

 

 【退社】 

 辻 邦子さん  (派遣介護職員) 

 今居 淳美さん (派遣介護職員) 

 →４月末に契約期間満了のため 

 

 

・研修受講状況について  金戸より報告 

５月 事業者協議会・記念講演会・・・【社外】 

  令和９年度の介護保険制度改正と対策について受講しました。 

 

・委員会開催状況について 金戸より報告 

 ４月 虐待防止委員会 

 ５月 生産性向上委員会・身体的拘束適正化委員会 



 

・防災と BCP 関連について 金戸より報告 

４月２３日 BCP（災害・感染症）訓練【社内】の実施 

BCP 計画の確認と机上想定訓練を行いました。 

 

 

・感染症関連について  金戸より報告 

感染症の発生は認められていません。 

職員・利用者ともに健康観察を実施し、予防体制を維持しています。 

 

 

・事故報告について  金戸・藤田より報告 

３/１３ 居室内にて、トイレに行こうとされて転倒 

３/１７ 小上がりスペースにて、方向転換する際にバランスを崩されて転倒 

  ４/２２ TV 前ソファーから移動され、歩行器ごと転倒 

 

 

・苦情や相談対応について 金戸より報告 

  当該期間において苦情・相談はありませんでしたが、日常的な声かけや聞き取りは継続

して実施しています。 
 

 

・「グループホーム鈴の家」 活動報告  PPT にて藤田より報告 

３月：行事(ひな祭り)・日常(散髪・家事活動・余暇活動)・実習生受け入れ・食事・おやつ作り 

４月：行事(お花見)・誕生日会・日常(散歩・家事活動・余暇活動)・食事 

 

 

・地域交流の状況について 金戸より報告 

 地域行事への参加について 

 民生員・桑原様より 田原町で近日、防災訓練が実施予定とのこと。 

 

・入居者家族との関りについて 藤田より報告 

 面会状況や情報共有方法について 

面会頻度には差があり、多い家族では週 1 回程度や月に複数回来訪し、仕事終わりなど

都合に合わせて面会されている。また、外出を伴う関わりも見られる。一方で、面会が年

に数回程度の家族もいる。情報共有については、毎月送付する手紙にて入居者の生活

状況を報告し、加えて面会時にも状況説明を行っている。 

 

 

 

 

 



３．ご意見、ご感想等 

 

包括・馬渕様 

事故報告だけでなく、事故に至る前段階のヒヤリハット事例についても事業所内で把握・共有でき

ているか確認があった。また、ヒヤリハットを記録している場合には、職員間でどのように情報共

有を行い、事故予防やケアの改善につなげているのかについて。 

→事故やヒヤリハットへの対策として、各事例ごとに原因分析と対応策を記録し、再発防止に取り

組んでいること。また、法人全体で年 2 回「事故報告書検討会議」を実施し、事故の傾向や発生パ

ターンを分析・検証することで再発防止策につなげている。事業所内では、今回の事故が続いた

ケースについて見守り強化やケア方法の見直しを行い、職員が近くで対応するなど個別支援計画

にも反映しながら事故予防に努めている。また、薬剤調整など身体状況の変化も要因として検討

している。情報共有については、事故報告書やヒヤリハット内容を事業所内だけでなく法人全体で

回覧し、全事業所で事故内容や再発防止策を共有・検討する体制を整えていることを説明する。

【金戸・鈴木】 

I 様 

日々更新されるブログを通じて母の様子を確認できており、情報共有の手段として役立っていると

の意見があった。週 1 回程度、本人の様子を確認する機会にもつながっているとのこと。 

 

B 様 

ブログや活動報告を通じて日常の様子や体調、食事量などが具体的に分かりやすく確認でき、安

心につながった。献立表だけでは分かりにくい食事量も写真で把握しやすく、入居者の生活状況

を理解できた。また、本人の体調や様子を確認しながら、面会のタイミングや関わり方について判

断する参考になったとのこと。 

 

民生委員・桑原様 

地域交流や防災に関連し、他施設の防災訓練へ参加予定であることから、事業所で実施する防

災訓練についても情報共有をお願いします。今後、防災訓練の実施日程等が分かれば案内して

ほしいとのこと。 

運営推進会議への参加を重ねる中で事業所への理解が深まってきており、今年度も積極的に関

わっていきたい。 

日常活動の中で散歩がありましたが、日時や時間は決まっていますか。 

 

→防災訓練は例年 5 月・10 月頃を予定しているが、本年度は調整の都合により 6 月・10 月開催を

予定していることが説明された。詳細な日程は未定であり、決定次第案内を行います。 

散歩については天気や体調、予定がないタイミングを考慮して実施しています。【金戸・藤田】 

 

 

次回開催： 令和８年７月２６日（日）１０時～ 


